
C-20 Software　Ver.3.0.1.1ご使用方法

本体アップデート

「PLUS　C-20　Software」はキャプチャーボードの読み取りデータを使い、パソコン上でプロジェクタの投影画面
と合成し、1枚の画像データとして保存することができます。　
Ver.3.0.1.1では、新機能としてネットワーク経由での合成が可能となり、パソコンとキャプチャーボードをUSBケーブル
で接続することなく、ネットワーク環境にあるパソコンで画像合成の操作を行うことができるようになりました。

キャプチャーボード本体のファームウェアを最新のバージョンにアップデートしてください。
ネットワーク経由の画像合成機能は、C-20シリーズはVer.20.00より、C-21シリーズはVer.07.00より対応しています。
本体アップデート用ファームウェアと手順書は、以下URLにてご案内しておりますのでご参照ください。
http://www.plus-vision.com/jp/support/download/update.html

ソフトウェアのインストール

お使いのパソコンに「C-20 Software」がすでにインストールされている場合は、先にアンインストールをおこなってください。
（コントロールパネル → プログラムのアンインストール → 一覧からPLUS C-20 Softwareを選択し削除します）
ホームページよりダウンロードしたファイル「C20Software_setup.exe」のアイコンをダブルクリックするとインストーラ

し、パソコンを再起動してください。
インストールが正常に行われると、ダイアログにウィザードの完了が表示されますので「完了」ボタンをクリックして終了
が起動しますので、指示に従ってインストールを行ってください。
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お知らせ
本機のネットワーク設定の詳細については、「取扱説明書」または「ネットワーク説明書」をご覧ください。●



C-20 Software　Ver.3.0.1.1ネットワーク画像合成方法
ネットワーク経由で画像合成する場合は以下の設定・手順にて行います。

ネットワーク設定

メインメニュー

「C-20 Software」を起動し、メインメニューの設定ボタンをクリックします。
設定画面を開き、キャプチャー設定メニューを表示します。

次に設定画面の「ネットワーク設定」タブをクリックします。

「一覧更新」のボタンをクリックすると、ボード一覧にネットワーク上で接続可能な
キャプチャーボードが一覧表示されます。

接続方法の選択は、「自動」または「ネットワーク接続」を選択します。

ボード一覧に表示された IP アドレスをクリックすると接続先ボードに指定することができます。
接続先ボードに直接 IP アドレスを入力して指定することもできます。
選択した接続先の IP アドレスが接続先ボード欄に表示されたことを確認し、「OK」ボタンを
クリックすると設定されます。

接続方法で「自動」を選択した場合、ネットワークとUSBの両方が接続
されている場合、USB接続が優先されます。

※

画像を合成する

【Memo】

「C-20 Software（Ver.3.0.1.1）」をパソコンにインストールし、はじめて起動する時

セキュリティ警告が表示されます。

ファイアーウォールでロックされている環境では、ネットワーク接続による

合成機能を使う事ができませんので、必ず「アクセス許可」にしてから

設定を行ってください。

画像合成の基本的な操作の流れは、「C-20 Software/ソフトウェア操作説明書」の [基本の操作 ]の項を参照してください。

キャプチャーボードに投影されている四隅の○マーク
をマーカーでなぞり、位置決めします。

メインメニューの合成ボタンをクリックします。

「パスワード認証」画面が
表示されたら [ パスワード
確認 ] のボタンをクリック
し、キャプチャーボード
表示窓に表示された 2桁

画像合成が完了し、プレビュー画面が表示されたら、「C-20 Software/ソフトウェア操作説明書」に従って、
[調整 ][ 保存 ][ 印刷 ]などの操作を行ってください。

(キャプチャーボードにあらかじめ設定された IP アドレスが表示がされます。）

の数字を入力して [OK] の
ボタンをクリックします。


